
 

 

 

 

  

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                              

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ながくてごみ減量化通信 

　令和 8 年 9 月　長久手市役所環境課

回　覧

　ビーズクッションは、やぶかない！！ 

 長久手市は現在、市民のみなさんにごみの減量をお願いしています。 

今回は、ごみを出すときの注意点と分別の変更点についてお知らせします。 

 ごみを出す人も収集・処理する人も気持ちよく生活や作業ができるよう、 

ご確認お願いします。 

これまでご自宅のトイレに流すよう案内して

いましたが、１０月からもえるごみで捨てるこ

とができるようになります。 

もちろん今までどおりトイレに流していただ

いても構いませんが、節水型のトイレも普及し

ており、詰まりの原因になる可能性があります。 

それぞれの飼い主様の事情に応じた対応をお

願いします。

　ペットのふんは「もえるごみ」でも可能に 

 ビーズクッションやぬいぐるみなど、 

パウダービーズを使った製品は「もえるごみ」です。 

ですが指定ごみ袋に入りきらないからと、 

分解を試みることは避けましょう。 

中身のビーズは２～３㎜と非常に細かいため、 

誤飲や、静電気であちこちに張り付くことで 

処理に膨大な手間がかかってしまう可能性があります。  

また、清掃車内で破裂してビーズが飛び散り、故障してしまったという事例も 

あります。もえるごみの袋に「ビーズクッション在中」と記入していただくこと

で、作業員が適切に扱いやすくなるのでぜひご協力お願いします。 

袋に入りきらない大きさのものは、粗大ごみで出してください。 

 


